
くすのき写真だよりくすのき写真だより
～くすのきクラブ会員から素敵な写真が届きました～～くすのきクラブ会員から素敵な写真が届きました～

上
「
江
戸
川
の
朝
」　
　
　
　
中
「
門
出
」 

　
　
　
　
下
「
ル
ー
キ
ー
」

撮
影
＝
神
明
長
生
会
・
小
笠
原
　
多
加
男

「
春
の
宴
」

撮
影
＝
福
寿
会
・
秋
山
　
芳
弘

左「京都の紅葉」　　　　右「中禅寺湖の紅葉」
撮影＝七寿会・田中　正実

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

今こそ大切
人とのつながり
地域との絆

くすのきクラブ
令和 6年も

よろしくお願いします
連合会役員一同

山㟢 一男 会長が
連合会会長に就任
１月２０日（土）にくすのきクラ

ブ連合会臨時総会・新年懇親会がタワーホール船
堀で行われました。
臨時総会では、鹿骨地区・延寿会の山㟢一男会

長が連合会会長に就任され、令和６年の連合会活
動の抱負を述べられました。
また、前連合会会長の野村和男様（西小岩中央

米寿会）は、連合会相談役として後進のためにお
力添えをいただくことになりました。
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司親和会A
葛西仲町
第三永寿会A

祝！ 優勝
第 11回輪投げ大会が 9月 29日（金）にスポーツセ

ンター、9月 30日（土）に総合体育館で開催されまし
た。４年ぶりの今大会は、２会場合わせて 208チーム、
1250 人が参加し、どちらの会場も熱戦が繰り広げられ
ました。
クラブ活動の一つとして始まった「輪投げ」から「輪

投げ大会」が開催されるようになり、今回で 11回目。
参加者のレベルが年々向上し、両会場とも手に汗握る投
輪に各クラブの意気込みを感じる大会となりました。

総合体育館 スポーツセンター

松江・小岩・鹿骨
（総合体育館）

優勝
司親和会Ａ� 321点

準優勝
新堀延寿会Ａ� 319点

第３位
鹿骨五和会Ａ� 311点

小松川・葛西・東部
（スポーツセンター）

優勝
葛西仲町第三永寿会Ａ�337点

準優勝
シティコープ清新Ａ�336点
平井東四クラブB� 336点

リズム運動初心者教室
参加者募集のお知らせ

リズム運動地区交流会　～仲間と楽しく健康に～

【内容】リズム運動は、マンボやジル
バといった社交ダンスのステップを
基本とした江戸川区独自の軽運動で
す。ステップを基礎から学べるほか、
ストレッチや脳活トレーニングも行
います。令和 6 年４月から令和 7 年
３月までの教室です。

【対象】区内在住の 60 歳以上の方
（令和 7 年４月１日までに 60 歳にな

る方を含みます）
※すでに初心者教室を修了された方
は、申込みできません。

【費用】無料
【申込方法】1 次募集は終了しました。

定員に空きがある会場は、3 月 15 日
の広報えどがわで追加募集のご案内
を掲載します。

【問合せ】
区役所生きがい係　03-5662-0039

11 月 10 日（金）から 11 月 30 日（木）にかけて６つの地区でくすのきク
ラブの会員が親睦を深める地区交流会が開催されました。

地区ごとの交流会となるため、参加者は広い会場でのびのびとリズム運動
を楽しみました。

今後もぜひ積極的にリズム運動に参加し、健康的な体づくりをしていきま
しょう！

新
任
会
長
紹
介（
敬
称
略
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

南
翁
会�

松
下　

忠
昭

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

表
彰
者
紹
介
（
敬
称
略
）

◆
東
京
都
高
齢
福
祉
功
績
者

延
寿
会�

山
㟢　

一
男

◆
区
政
功
労
者

昭
生
会�

神
谷　
　

晃

ろ
う
ク
ラ
ブ�

神
道　

恵
子

谷
河
内
集
和
会�

橋
本　

政
勝

訃
　
報
（
敬
称
略
）

南
翁
会�

織
岡　

正
喜

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す

お
詫
び

く
す
の
き
だ
よ
り
第
１
４
３
号

（
10
月
１
日
発
行
）１
面
の
ボ
ッ
チ
ャ

優
勝
チ
ー
ム
紹
介
に
て
、
左
記
の
と

お
り
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤
　
南
篠
崎
長
寿
会

正
　
谷
河
内
集
和
会
Ａ

第１１回　輪投げ大会
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熟年者の笑顔と
元気を願って！

in 東部地区
～くすのきクラブ参加～令和6年 2月～ 3月

長寿の集い長寿の集い

ウオーキングフェスタウオーキングフェスタ

えどがわ2023えどがわ2023イベント日程表イベント日程表

第46回第46回
江戸川区民まつり江戸川区民まつり

おどりステージで
みんなでリズム運動！

10
月
８
日
（
日
）、「
第
46
回
江

戸
川
区
民
ま
つ
り
」
が
、
都
立
篠

崎
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、活
動
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、

く
す
の
き
だ
よ
り
の
配
布
、
輪
投

げ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
で
Ｐ
Ｒ
を

し
ま
し
た
。

輪
投
げ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
多
く
の
お
子
さ
ん
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

お
ど
り
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た

リ
ズ
ム
運
動
に
は
、
約
５
０
０
人

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
場
者
の
飛
び
入
り
参
加
も
あ

り
、
秋
晴
れ
の
下
、
楽
し
い
リ
ズ

ム
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

熟
年
者
の
皆
さ
ん
に
い
つ
ま
で

も
笑
顔
で
元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
の
願
い
を
込
め
、
９
月
16
日

～
18
日
に
か
け
て「
長
寿
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
当
イ
ベ
ン
ト

は
、
区
内
34
施
設
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。区
民
施
設
の
各
会
場
で
は
、

演
芸
大
会
・
リ
ズ
ム
運
動
・
作
品

展
示
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が

行
わ
れ
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
か
ら

も
多
く
の
会
員
が
参
加
し
大
変
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

演
芸
大
会
で
は
、
歌
や
踊
り
な

ど
日
々
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
、
出
演
者
も
、
客
席
で
応

援
す
る
方
も
思
い
思
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
え

ど
が
わ
２
０
２
３
」
が
、
11
月
23

日（
木
・
祝
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
水
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ

ン
か
ら
江
戸
川
河
川
敷
な
ど
を
歩

く
５
㎞
と
10
㎞
の
２
つ
の
コ
ー
ス

が
あ
り
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
か
ら

も
多
く
の
会
員
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
秋
の
河
川
敷
を
談

笑
を
交
え
な
が
ら
、
い
き
い
き
と

闊
歩
し
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
完
歩
者
を
対
象

と
し
た
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
連
合
会
か
ら
は
再
生
自
転
車

を
２
台
寄
贈
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

斉藤区長はウクレレ演奏で出演!?

令和４年度　熟年文化祭

やぐらを囲んでダンス 客席も大盛り上がり！

第１６�回合唱祭♪

勢いよく投輪！

開催日 曜日 行事名 会場
2 月 14 日 水 令和 5 年度

熟年文化祭
総合文化センター
（中央 4-14- 1)2 月 15 日 木

開催日 曜日 行事名 会場

3 月 2 日 土 第 21 回合唱祭 総合文化センター
（中央 4-14- 1)

第１部
10時30分開会

第２部
12時40分開会

第３部
14時40分開会

熟年者の方々が日ごろの活動の成果を発表します。芸能部門
では、歌や踊りを披露。作品部門では、絵画・書道・手芸・工
芸などの作品展示ならびに入賞発表。俳句・短歌部門では、俳句・
短歌の展示ならびに入賞発表が行われます。その他、お茶席コー
ナー・健康コーナー・物販コーナーなどが設けられます。是非
お越しください。また、演芸大会終了後には、おたのしみ抽選
会がありますのでどうぞ最後までご観覧ください。皆様のお越
しをお待ちしています。

懐かしい名曲や子どもの頃に歌った童謡など全 9曲を、江戸
川ギター・マンドリンクラブの生演奏で合唱します。また、江
戸川ギター・マンドリンクラブによるミニコンサートもありま
す。既にくすのきクラブの申し込みは終了していますが、三階
席後方に自由席を設けています。是非、ご参加ください。
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【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

私
た
ち
堀
江
常
盤
会
は
昭
和
54

年
9
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
の
9

月
で
45
周
年
に
な
る
歴
史
あ
る
ク

ラ
ブ
で
す
。
現
在
会
員
31
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
堀
江
住
宅
集
会
室

で
行
っ
て
お
り
、
リ
ズ
ム
運
動
や

交
通
安
全
週
間
の
参
加
、
ク
ラ
ブ

独
自
で
の
将
棋
の
他
、
団
地
内
１

面
を
使
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
会
員
同
士
親
睦
を
深
め
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
定
例

会
や
新
年
懇
親
会
な
ど
で
は
弁
当

や
ビ
ー
ル
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

く
な
ど
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る

毎
週
月
曜
日
の
午
後
に
行
う
リ
ズ

ム
運
動
は
、
毎
回
15
名
程
度
の
会

員
が
参
加
し
て
お
り
、
会
員
の

方
々
に
と
っ
て
外
に
出
て
交
流
す

る
機
会
と
な
り
、
気
持
ち
を
明
る

く
し
楽
し
く
会
話
で
き
る
貴
重
な

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
と
の
交
流
活
動
と
し

て
、
毎
年
秋
に

は
交
通
安
全
週

間
を
堀
江
団
地

周
辺
で
行
い
、

８
日
間
で
26
名

位
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

将
棋
は
月
に

3
・
4
回
を
目

安
と
し
て
4
～
6
名
の
参
加
者
で

毎
週
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
５
～
７
名
程
度
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
も
行
っ
て
お
り
、
参

加
し
て
く
だ
さ
る
会
員
皆
、
和
気

あ
い
あ
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
に
積
極
的

な
町
会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
新
規
会
員

を
課
題
と
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を

通
し
て
会
員
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
ク
ラ
ブ
の
仲
間
を
増

や
し
つ
つ
、
よ
り
良
い
活
動
を
見

つ
け
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ク ラ ブ 紹 介

45
年
の
歴
史
を
大
切
に
活
動

第三長命会
会長：川島　雄次
会員：96 名

葛西
地区

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

第
三
長
命
会
は
昭
和
56
年
に
発

足
し
、
現
在
会
員
は
96
名
で
皆
楽

し
く
和
や
か
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
特
に
特
徴

あ
る
活
動
と
し
て
成

田
山
新
勝
寺
へ
の
初

詣
と
、
秋
の
一
泊
旅

行
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
バ
ス
一
台
で
30

～
40
人
程
で
行
う
こ

の
2
つ
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
毎
年
必
ず
行
っ
て
お
り
、
自
分

た
ち
の
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
特
色
と
し
て
、
リ
ズ
ム
運

動
・
総
会
・
旅
行
や
誕
生
会
等
の

活
動
を
第
一
・
第

二
・
第
三
・
第
五

の
4
ク
ラ
ブ
合
同

で
行
っ
て
い
ま

す
。
長
島
桑
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

で
毎
週
月
曜
日
に

行
う
リ
ズ
ム
運
動

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
親
睦
深
め
る

は
、
コ
ロ
ナ
の
た

め
２
部
制
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、

8
月
よ
り
全
員
合

同
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
80
～
90

人
程
度
が
参
加
し

て
以
前
の
よ
う
に

組
ん
で
踊
れ
る
よ

う
に
な
り
皆
さ
ん
抵
抗
な
く
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
合
同
誕
生
会
は
毎

月
10
日
に
行
い
、
コ
ロ
ナ
の
た
め

４
年
間
休
ん
で
い
ま
し
た
が
、
９

月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
長
島
町

会
会
館
に
て
60
～
70
人
程
度
が
参

加
し
、
年
12
回
飲
食
や
カ
ラ
オ
ケ

を
行
い
会
員
皆
喜
ん
で
い
ま
す
。

他
に
も
月
２
回
の
定
例

会
の
際
に
合
唱
練
習
や
輪

投
げ
な
ど
を
行
っ
た
り
、

長
島
香
取
神
社
境
内
の
草

取
り
や
清
掃
を
春
と
秋
の

２
回
行
っ
た
り
、
盆
踊
り

大
会
な
ど
の
町
会
行
事
に

年
5
～
6
回
参
加
す
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

い
、
15
～
20
人
程
度
の
会
員
が
喜

ん
で
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
他
ク
ラ
ブ
で
の
行
事
等
を

周
知
す
る
た
め
に
、
ク
ラ
ブ
の
会

報
を
定
例
理
事
会
の
資
料
等
を
参

考
に
抜
粋
作
成
し
、
み
ま
も
り

ね
っ
と
の
配
布
と
一
緒
に
年
3
～

4
回
発
行
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

葛西
地区

堀江常盤会
会長：及川　芳男
会員：31 名

仲間たちとの楽しい活動

髙津戸峡にて記念撮影
（渡良瀬峡谷と鬼怒川温泉へ）

敬老の集いで長寿をお祝い

ダンスで健康促進

令和6年（2024年）2月1日　（ 4 ）くすのきだより第144号



ク ラ ブ 紹 介

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

会
員
は
90
名
を
超
え
る
ク
ラ
ブ

で
、
主
な
活
動
は
、
リ
ズ
ム
運
動
、

誕
生
会
、
輪
投
げ
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

月
に
4
回
木

曜
日
に
あ
る
リ

ズ
ム
運
動
な
ど

は
常
に
20
名
以

上
の
会
員
が
参

加
し
、
一
同
大

い
に
楽
し
み
、

会
員
同
士
の
仲
も
良
く
常
に
笑
顔

が
絶
え
ま
せ
ん
。
活
動
に
お
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
マ
ス
ク
の
着
用
・
手
指
の
消
毒
・

感
染
拡
大
時
の
検
温
を
行
っ
て
お

り
、
対
策
ば
っ
ち
り
な
中

コ
ロ
ナ
禍
で
引
き
こ
も
り

が
ち
な
運
動
不
足
の
体

を
、
リ
ズ
ム
運
動
で
鍛
え

て
い
ま
す
。

誕
生
会
は
3
カ
月
に
1

度
、
30
～
40
人
が
集
ま
る

大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
4
年
間

中
止
し
て
い

ま
す
。
ま
た

週
1
回
7
、

8
人
の
カ
ラ

オ
ケ
好
き
で

集
ま
り
各
々

好
き
な
曲
を

歌
い
楽
し
ん

で
参
加
し
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
中
央
地
区
ま

つ
り
や
区
民
ま
つ
り
に
お
い
て
、

五
分
一
音
頭
の
普
及
会
に
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
年
３
～
４
回
で
ク

ラ
ブ
か
ら
は
10
～
15
人
程
参
加

し
、
盆
踊
り
を
趣
味
と
す
る
会
員

が
参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

以
前
行
っ
て
い
た
活
動
と
し
て

合
唱
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
が
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
第
二
松
江

小
学
校
の
見
守
り
が
思
い
出
深
く

残
っ
て
い
ま
す
。
正
門
と
裏
門
の

校
門
前
に
て
、
10
～
12
人
程
の
中

か
ら
交
代
制
で
平
日
毎
日
見
守
り

活
動
を
行
い
、
毎
朝
元
気
な
子
ど

も
た
ち
か
ら
お
は
よ
う
と
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
松

江
小
学
校
の
令
和
5
年
3
月
31
日

の
閉
校
に
伴
い
、
18
年
の
見
守
り

活
動
も
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
一
人
ひ
と
り

が
や
り
が
い
を
み
つ
け
ら
れ
る
活

動
を
行
い
続
け
、
皆
が
楽
し
め
る

ク
ラ
ブ
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

誰
も
が
楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
へ

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

私
た
ち
片
山
常
緑
会
は
、
主
に

南
小
岩
の
片
山
会
館
を
使
用
し
仲

良
く
、
楽
し
く
、
元
気
に
を
モ
ッ

ト
ー
に
会
員
皆
が
楽
し
め
る
よ
う

毎
月
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。昭

和
42
年
４
月
に
初
代
長
島
房

五
郎
会
長
が
創
立
当
初
１
１
６
名

の
会
員
で
設
立
、
56
年
の
歴
史
が

あ
り
、
現
在
自
分
は
平
成
26
年
よ

り
９
代
目
と
し
て
９
年
間
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
は
63
～
99
歳
の
男
性

27
人
・
女
性
44
人
、
合
計
77
人
お

り
、
主
な
活
動
と
し
て
定
例
会
・

誕
生
会
・
リ
ズ
ム
運
動
・
資
源
回

収
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

誕
生
会
は
毎
月
第
２
水
曜
日
に

行
い
約
17
人
程
度
が
参
加
す
る
ほ

か
、
リ
ズ
ム
運
動
は
毎
週
金
曜
日

に
区
民
館
に
て
行
い
毎
回
約
９
人

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

ま
た
毎
週
金
曜
日
に
は
ア
ル
ミ

缶
の
回
収
を
行
い
6
、
7
人
の
方

仲
良
く
、
楽
し
く
、
元
気
に

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

他
に
も
、
会
の
特
色
あ
る
活
動

と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
１
回
第
３
水
曜
日
に
行
う
こ

の
活
動
は
ク
ラ
ブ
会
員
に
人
気
が

あ
り
、
写
真
を
撮
影
し
た
こ
の
日

も
17
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

当
日
は
お
弁

当
や
果
物
や
飲

み
物
、
お
や
つ

を
食
べ
な
が
ら　

片
山
会
館
に
あ

る
大
き
な
モ
ニ

タ
ー
に
歌
詞
映

像
を
流
し
思
い

思
い
に
歌
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
活
動
を
行
う
の
が
厳
し
く
思
う

よ
う
に
活
動
が
で
き
な
い
中
、
会

員
皆
で
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
で
き

る
範
囲
で
行
っ
て
い
ま
す
。

片山常緑会
会長：増田　安弘
会員：71 名

小岩
地区

五葉会
会長：鈴木　正義
会員：90 名

松江
地区

長年の指導に感謝を込めて

わいわい楽しくリズム運動

仲間との歓談で親睦深まる

カラオケも大盛り上がり
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私
が
生
ま
れ
て
初
め

て
登
っ
た
山
そ
れ
は

三
ッ
峠
で
あ
る
。
新
宿

発
で
大
月
乗
り
換
え
富

士
急
線
三
ッ
峠
駅
下
車

し
午
前
２
時
頃
で
し

た
。
懐
中
電
灯
で
足
元

を
照
ら
し
歩
き
始
め

た
。
学
生
帽
に
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
、
足
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ
の
格

好
で
し
た
。
高
校
２
年
生
の
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
６
人
で
し
た
。
海
抜
１
６
０
０

米
以
上
あ
る
山
で
大
変
苦
し
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
。
陽
が
昇
り
あ
た
り

が
明
る
く
な
る
と
直
ぐ
近
く
に
富
士
山

が
見
え
る
の
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
即
刻

元
気
が
出
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
下
山

道
は
河
口
湖
駅
へ
と
下
り
小
時
間
泳
い

だ
の
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
65
年
前

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
登
山
が
発
端
で

私
の
登
山
人
生
が
始
ま
っ
た
。

23
歳
の
頃
に
民
間
の
美
鈴
山
岳
を
知

り
入
会
し
て
近
年
ま
で
続
け
た
が
最
近

は
途
切
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
「
美

鈴
」
会
で
一

番
初
め
に

登
っ
た
の
が

富
士
山
で
あ

る
。
集
合
時

間
に
遅
刻
し

た
私
は
一
人

で
仲
間
を
追

『
私
の
登
山
歴
』

萬
年
青
会　

 

倉
橋　

延
宜

広報部員コーナー
～小松川地区～

【
桃
色
の
月 

小
岩
】

『
サ
ン
ヤ
①
』

大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
５
月
、

夫
人
章
子
と
市
川
の
真ま

ま間
に
移
り

住
ん
だ
北き

た
は
ら原

白は
く
し
ゅ
う

秋
は
、
２
カ
月
後

の
７
月
、
小
岩
村
三さ

ん
や谷

の
富と
み
た田

市い
ち
た
ろ
う

太
郎
家
の
離は
な

れ
に
移
り
、
翌
年

６
月
に
本ほ

ん
ご
う郷

動ど
う
ざ
か坂

へ
移
る
ま
で
の

１
年
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
小
岩
村
の
小
岩
田
の
三
谷
、

そ
こ
に
た
っ
た
ひ
と
つ
の
赤
い
郵

便
函
の
下
っ
た
家
、
前
は
柴
又
と

千
住
の
別
れ
道
、
石
の
地
蔵
が
一

体
立
っ
て
す
ぐ
下
手
に
橋
が
あ

る
。
こ
れ
が
や
っ
ぱ
り
地
蔵
橋
」

（
北
原
白
秋
「
葛
飾
小
品
」）。

そ
の
橋
の
横
手
に
、
草く

さ

葺ぶ

き
の

離
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
あ
あ
、
そ
の
新
し
い
風
景
の

中
に
私
は
一
番
近
く
柳
が
枝し

だ垂

れ
、
ほ
そ
ぼ
そ
と
紫
の
煙
を
立
て

は
じ
め
た
草
葺
の
家
、

あ
れ
こ
そ
私
の
家
で
は

な
い
か
、
妻
が
も
う

夕ゆ
う
さ
ん餐
の
煙
を
立
て
て
ゐ

る
。
私
は
た
ま
ら
な
く

な
っ
て
茄な

す子
や
も
ろ
こ

し
の
間
を
駈
け
抜
け

た
。
紫
の
煙
！　

紫
の

煙
！　

私
は
私
達
の
こ

の
畑
の
中
の
新
居
を
、

そ
の
晩
、
紫
烟
草
舎
と

名
を
つ
け
た
」（
同
前
）。

～江戸川区の昔話特集～～江戸川区の昔話特集～

い
か
け
た
。
こ
の
時
も
夜
行
日
帰
り
の

行
程
で
し
た
。
夢
中
で
追
い
か
け
て
８

合
目
付
近
で
追
い
つ
い
た
の
で
あ
る
。

会
の
旗
を
見
た
時
の
感
動
は
忘
れ
が
た

い
。
そ
の
後
50
周
年
記
念
の
催
し
ま
で

の
お
付
き
合
い
と
な
っ
た
。

ま
た
江
戸
川
区
山
岳
連
盟
の
山
岳
会

の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
石
井
氏
が
理
事

を
務
め
て
い
た
時
代
幾
度
か
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
飯
盛
山
を
始
め
金
時

山
、
大
菩
薩
峠
、
那
須
茶
臼
岳
と
等
々

が
思
い
出
さ
れ
る
。
３
０
０
０
米
級
で

は
乗
鞍
岳
「
北
ア
」
が
あ
る
畳
平
ま
で

バ
ス
で
上
り
残
り
の
標
高
差
３
０
０
米

を
登
山
し
た
。
大
小
の
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
た
登
山
道
は
と
て
も
困
難
で
し
た
が

剣
ヶ
峰
に
到
達
し
た
時
の
嬉
し
さ
は
例

え
よ
う
が
無
い
。

ま
た
中
央
ア
ル
プ
ス
の
木
曽
駒
ヶ
岳

に
行
っ
た
時
は
江
戸
川
文
化
セ
ン
タ
ー

を
前
夜
出
発
し
車
中
泊
で
明
け
方
バ
ス

を
乗
り
換
え
て
し
ら
び
平
に
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
で
上
り
有
名
な
千
畳
敷
カ
ー
ル

に
降
り
立
ち
こ
こ
か
ら
駒
ヶ
岳
に
登
っ

た
。
睡
眠
不
足
と
酸
素
が
薄
い
の
と
で

か
な
り
困
難
な
登
山
で
あ
っ
た
の
を
思

い
出
す
。

健
康
な
身
体
で
80
歳
過
ぎ
ま
で
も
ハ

イ
キ
ン
グ
で
き
た
ら
と
心
掛
け
て
い
た

け
れ
ど
最
近
は
緑
内
障
が
悪
化
し
て
視

力
が
段
々
と
落
ち
て
き
て
い
る
。
残
念

だ
け
ど
登
山
を
諦
め
て
い
る
次
第
だ
。

こ
の
と
き
白
秋
は
32
歳
。
雑
誌

『
煙
草
の
花
』
を
創
刊
し
、
詩
歌

の
結
社
「
巡じ

ゅ
ん
れ
い
し
し
ゃ

禮
詩
社
」
を
「
紫し
え
ん烟

草そ
う
し
ゃ舎
」
に
あ
ら
た
め
て
い
ま
す
。

サ
ン
ヤ
と
発
音
す
る
地
名
は
、
関

東
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。「
山
野
」

を
開か

い
こ
ん墾

し
た
所
と
い
う
の
が
語
源

の
ひ
と
つ
で
、
雑ぞ

う
き木
の
採さ
い
し
ゅ
う
ち

集
地
な

ど
も
意
味
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
散

家
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
、

本ほ
ん
そ
ん村

の
近
く
に
開
墾
し
た
分
村
の

意
味
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
野
、
山
谷
、
山
家
、
山
屋
、
散

家
、
散
野
、
三
谷
、
三
家
、
三
野

な
ど
の
文
字
が
あ
て
ら
れ
ま
す
。

（
北
原
白
秋　

１
８
８
５
～
１

９
４
２
。
本
名
、
隆
吉
。
明
治
18

年
、
福
岡
県
に
生
ま
れ
、
37
年
に

東
京
に
出
て
早
稲
田
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。
多
く
の
文
学
者
と
親

交
を
結
び
、
詩
、
短
歌
の
創
作
に

才
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
大
正

５
年
７
月
か
ら
の
１
年
間
、
小
岩

に
居
を
構
え
、「
紫
烟
草
舎
」
と

名
付
け
ま
し
た
。
短
歌
雑
誌
「
煙

草
の
花
」
を
創
刊
、
こ
の
地
の
風

土
や
人
情
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の

１
年
間
は
、
の
ち
の
創
作
活
動
に

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
提
供
し
ま
し

た
）文

献　
『
地
名
の
は
な
し
』

�

江
戸
川
区
教
育
委
員
会
編
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民間緊急通報システム「マモルくん」
で安心生活を！

聴力が低下して補聴器が必要な方へ
購入資金を助成します 皆さんのお話し相手　ふれあい訪問員

“はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧”利用券
令和6年度　申請が始まります

お申し込み
お問い合わせ先

〒132-8501（住所不要）
江戸川区役所　福祉推進課　孝行係
電話　5662-0314

三療師会会員の施術所で、はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧を
受けることができます。

◆対象者　※各年度の利用券の発行は1回限り
⑴ 75歳以上の方（年度内に75歳になる方を含みます）

三療券（1回200円で利用できる券）15枚と、
三療割引券（1回2,200円で利用できる券）10枚を発行します。

⑵ 65歳～ 74歳の方（年度内に65歳になる方を含みます）
三療割引券（1回2,200円で利用できる券)10枚を発行します。

◆申請方法
○郵送で受け取る場合

・ 右記の二次元コード（区ホームページ）の申請フォー
ムから電子申請

・ 「申請用ハガキ」（各施術所、熟年相
談室、なごみの家などで配布）または

「郵便ハガキ」に記入し下記の申込先
に郵送。３月下旬に発送予定です。

○窓口で受け取る場合
４月１日（月）以降に孝行係（区役
所2階3番）へ本人確認できるもの（保
険証・運転免許証など）を持参して
ください。
代理申請の場合は、代理の方の本人
確認ができるものも併せて持参して
ください。

体調不良や火災発生時に、ご自宅に設置した機器
を通じて、警備会社に通報するシステムです。警備
員が駆け付け、必要に応じて救急要請を行います。

一定期間動きがない場合も、センサーが反応して
通報するので安心です。
◆対象者　区内にお住まいの65歳以上の方

※ ご利用の際は、電話（本人及び親族・知人等）の
登録と自宅の合鍵2本が必要になります。

◆料　金　�月額2,200円
（世帯状況等により月額300円もしくは1,000円に

減額）
◆江戸川区内で4,134世帯が利用

（令和5年9月現在）
令和４年度は2,617件の出動があり、583件の救急
要請を行いました。

詳しくは二次元コードから区ホーム
ページをご覧ください。

補聴器購入前に申請が必要です。詳しくは区ホー
ムページをご覧いただくか、お問い合わせください。
◆対象（次の全てに当てはまる方）

⑴ 65歳以上の江戸川区民の方
⑵ 住民税が非課税の方
⑶  聴覚障害による身体障害者手帳

を所持していない方
⑷ 医師から所定の基準を満たすと認められた方
⑸ 過去に本制度の助成を受けていない方

◆助成金額
上限額35,000円

◆申請書配付・受付窓口
熟年相談室・健康サポートセンターでも手続きで
きます。

60 歳以上で外出の機会が少ない方、以前より話す相手が少なくなっ
てしまった方などを対象に、寂しい気持ちや不安を和らげるための話
し相手を派遣する制度です。月１回程度、訪問員がご自宅を訪問しま
す。ご希望の方はぜひお申し込みください。

◆ふれあい訪問員さんも募集しています
訪問を希望された熟年者のご自宅を訪問し、お話し相手となるボラ

ンティアです。成人の方で継続的に日中活動ができ、熟年者のお話を
聞くことが好きな方を募集しています。

在宅生活を応援します！

（郵便ハガキ記入例）

・氏名（フリガナ）

・住所

・生年月日

・電話番号

「令和6年度はり・きゅう・
あん摩マッサージ指圧券希望」

～マモルくんがあって助かりました！～
突然意識がもうろうとしてしまい、一人暮ら

しのため自力で助けを呼べずにいました。その
とき「マモルくん」が作動し、警備員が駆けつ
けてくれました。
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第51回第51回

さわやか体育祭さわやか体育祭

本
号
で
は
昨
秋
、
区
内
で
開
催
さ
れ
た
長

寿
の
集
い
・
区
民
ま
つ
り
・
輪
投
げ
大
会
・
リ

ズ
ム
運
動
地
区
交
流
会
・
さ
わ
や
か
体
育
祭
等

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
他
、
私
達
高
齢
者
に

と
っ
て
毎
日
健
康
で
安
心
し
て
生
活
が
持
続
出

来
る
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早

く
コ
ロ
ナ
が
完
全
に
収
束
す
る
事
を
願
う
ば
か

り
で
す
。�

【
広
報
部
長
　
赤
羽
根
　
智
英
子
】

小
岩
の
歴
史
を
深
く
掘
っ
て
く
だ
さ
る

コ
ー
ナ
ー
が
大
好
き
で
す
。
先
日
参
加
18
チ
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た
「
第
2
回
青
年
ボ
ッ
チ
ャ
大

会
」
に
町
会
代
表
で
参
加
。
見
事
優
勝
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
く
す
の
き
美み

け

た

恵
多
会

の
メ
ン
バ
ー
６
名
の
チ
ー
ム
で
、
平
均
年
齢
75

歳
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
や
れ
ま
す
ね
！

�

【
広
報
副
部
長
　
杉
田
　
龍
史
】

令
和
５
年
か
ら
再
開
し
始
め
た
、
色
々
な

行
事
も
終
え
て
、
令
和
６
年
に
入
り
、
又
沢
山

の
催
事
や
行
事
が
山
盛
り
で
す
。
そ
れ
等
一
連

の
流
れ
を
、
陰
な
が
ら
、
多
数
の
方
々
の
支
え

を
頂
い
て
、
無
事
進
行
し
て
い
ま
す
。
私
共
の

笑
顔
を
引
き
出
し
て
下
さ
る
、
周
り
の
皆
様
に

感
謝
し
な
が
ら
、
普
段
通
り
に
出
来
る
事
が

幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
共
々
に
、
歩
み

進
め
る
事
を
祈
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
御
座

い
ま
し
た
。�

【
広
報
副
部
長
　
橘
　
　
ナ
ホ
】

毎
年
２
月
号
は
く
す
の
き
写
真
だ
よ
り
が

表
紙
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
感
動
す
る
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
、
見
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
ク
ラ
ブ
紹
介
欄
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
の
歌

い
方
ひ
と
つ
に
し
て
も
独
演
型
や
合
唱
方
式

な
ど
が
あ
り
、
自
ク
ラ
ブ
活
動
の
参
考
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
主
な
行
事
に
は
熟
年
文
化

祭
や
合
唱
祭
な
ど
が
控
え
て
お
り
、
日
頃
の

練
習
成
果
を
大
い
に
発
揮
し
て
楽
し
ん
で
き

て
く
だ
さ
い
。【
広
報
副
部
長
　
髙
橋
　
芳
嗣
】

編 

集 

後 

記

　

本
紙
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
御
協
賛
い

た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
倍
旧
の

御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

令和 5年 10 月 26 日（木）、５年ぶりにさわやか体育祭

が開催されました。平成 31年度は悪天候に見舞われ、令和

２～４年度はコロナウイルスの影響により中止となりました

が、この日は絶好の運動会日和。熟年者や園児約 3000 人

がスピアーズえどりくフィールドに集まり、元気に走り、笑

い、張り切って競技に臨みました。

当日は、紅白それぞれの応援団長と代表の保育園児２名の

選手宣誓から始まりました。準備体操が終わると、団体・個

人競技あわせて７競技が行われた他、幼稚園・保育園児によ

る可愛らしい演技が行われました。

参加者全員が紅白に別れて輪を作り、90㎝の大玉を頭上

で送る「大玉空中リレー」、5人一組で直径 150㎝の大玉を

転がしながら次の組へバトンタッチする「大玉送りリレー」、

30 秒間でカゴに入った玉の数を競う「紅白玉入れ」や、選

抜者 56名でバトンをつなぐ「共生社会リレー」の4種目の

団体競技が行われました。

また、個人競技では 5問の〇×問題を最後まで脱落せず

連続正解した人数を競う「当たりはどっち？」、おたまでカ

ゴからボールをすくい落とさないように走る「おたますくい」

や、幼稚園・保育園児全員が元気に走る「げんきにはしろう」

の3種目が行われ会場は大変盛り上がりました。

競技前半は前回のリベンジに燃える白組がリードしていま

したが、徐々に紅組が巻き返し、見事連続優勝を勝ち取りま

した。紅組の皆さん、おめでとうございます。また、白組の

皆さんは来年こそ優勝めざして頑張りましょう！
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